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研究開発の概要 建設業の生産年齢人口の減少が進む中、i-Construction の推進による設計・施工・維

持管理の生産性向上が不可欠となっている。本研究では、空港コンクリート構造物の生

産性向上を図るため、航空機荷重に対応したコンクリート構造物の標準規格化を目指

し、近年の大型航空機の荷重条件等による設計断面の影響分析、設計条件ケースをグル

ープ化した包括的な断面ケースの研究及び断面設計を行い、空港コンクリート構造物の

標準構造図、BIM/CIM 標準モデルを作成する。 

【研究期間：令和５～７年度   研究費総額：約３６百万円】 

研究開発の 

目的・目標 

（アウトプット

指標、アウトカム

指標）

【アウトプット】 

・航空機荷重に対応したコンクリート構造物の標準構造の設定

・構造物の標準構造図、BIM/CIM 標準モデルの作成

・上記を航空局「空港土木施設設計要領（構造設計編）【付録】」に反映

【アウトカム】 

・コンクリート構造物の標準規格化、プレキャスト化の推進による空港コンクリー

ト構造物の設計、施工、維持管理・更新の生産性向上

必要性、効率性、

有効性等の観点

からの評価 

【必要性】（科学的・技術的意義、社会的・経済的意義、目的の妥当性等） 

 経済財政運営と基本方針 2022（令和 4年 6月 7日閣議決定）において、「i-Construction

の推進によりインフラ分野の DX を加速し、生産性を高める」とされており、空港コンク

リート構造物（ボックスカルバート、管渠等）の設計、施工、維持管理・更新の合理化・

効率化、生産性向上を図る取組みとして、航空機荷重に対応したコンクリート構造物の標

準規格化が必要である。 

【効率性】（計画・実施体制の妥当性等） 

 国土技術政策総合研究所は、空港土木施設設計要領や空港土木工事共通仕様書などの

原案作成に関する豊富な経験を有しており、空港管理者、空港整備者、関係団体との意見

交換により、現場ニーズを反映させた実効性の高い成果を得ることが可能である。 

【有効性】（目標の達成度、新しい知の創出への貢献、社会・経済への貢献、人材の養成

等） 

 航空機荷重に対応したコンクリート構造物を標準規格化することによって、構造計算

の設計数量の削減、設計期間の短縮、建設コンサルタントの人的リソースの有効活用や、

施工の効率化、工期短縮等による生産性向上、プレキャスト導入促進による生産性向上に

貢献することができる。また、コンクリート構造物の BIM/CIM 標準モデルをオープンソ

ース化することによって、BIM/CIM 導入の利用性が向上する。 

外部評価の結果 空港におけるコンクリート構造物を標準規格化し、それに伴うプレキャスト化、更には

BIM/CIM 標準モデル化を推進することは、建設現場における生産性の向上に貢献すると考

えられることから、国土技術政策総合研究所において実施すべきと評価する。 

なお、研究の実施にあたっては、標準化の効果の計測方法、プレキャスト部材の接合や

運搬方法、カーボンニュートラルなどに留意して研究を進められたい。 
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※詳細は、国土技術政策総合研究所 HP＞国総研について＞研究評価＞評価委員会報告＞

令和4年度（http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/hyouka/index.htm）に記載（予定）

※研究費総額は現時点の予定であり、今後変わりうるものである。




